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事
に
関
す
る
あ
る
程
度

の
見
識
が
必
要
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
し
た

が
っ
て
、
徳
兵
衛
を
仙

川
村
の
農
民
と
考
え
る

よ
り
は
、
江
戸
・
上
方

で
土
木
請
負
業
を
な
り

わ
い
と
す
る
人
と
考
え

「
千
川
上
水
展
」
講
演
会
抄
録

千
川
上
水
と
人
々
の
く
ら
し

豊
島
区
立
郷
土
資
料
飴
学
芸
員
　
伊
藤
　
暢
直
先
生

（
二
月
三
日
に
実
施
し
た
「
千
川
上
水
展
」
講
演
会
の
内
容
を
文
化
財
係
の
責
任
で
抄
録
し
た
も
の
で
す
）

千
川
上
水
は
玉
川
上
水
の
分
水
で
、
素
堀
部

分
は
分
水
口
（
現
武
蔵
野
市
境
）
か
ら
巣
鴨
ま

で
の
二
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
そ
の
か
な

り
の
部
分
は
練
馬
区
で
あ
り
、
皆
さ
ん
に
と
っ

て
千
川
上
水
は
身
近
な
存
在
で
あ
る
か
と
思
う
。

本
日
は
千
川
上
水
の
歴
史
に
つ
い
て
お
話
を
し

た
い
。徳
川
家
康
が
江
戸
に
入
府
し
、
大
名
屋
敷
な

ど
が
で
き
る
と
飲
み
水
が
必
要
と
な
り
、
神
田

上
水
・
玉
川
上
水
が
開
さ
く
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

江
戸
の
市
域
は
ま
す
ま
す
拡
張
し
、
両
上
水
か

ら
の
供
給
だ
け
で
は
飲
み
水
が
不
足
す
る
よ
う

に
な
り
、
一
六
六
〇
年
代
に
青
山
上
水
・
亀
有

上
水
・
三
田
上
水
が
閲
さ
く
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

と
は
少
し
時
代
の
下
っ
た
元
禄
九
年
（
一
六
九

六
）
に
千
川
上
水
は
閑
さ
く
さ
れ
た
。

千
川
上
水
の
開
さ
く
は
徳
兵
衛
・
太
兵
衛
ら

が
請
け
負
い
、
そ
の
後
、
両
家
は
千
川
の
姓
を

賜
わ
り
、
そ
の
子
孫
が
上
水
の
管
理
に
当
た
っ

た
。
千
川
姓
の
来
歴
に
つ
い
て
は
、
徳
兵
衛
・

太
兵
衛
が
多
摩
郡
仙
川
村
（
現
調
布
市
二
二
鷹

市
）
出
身
の
農
民
な
の
で
、
千
川
上
水
と
名
づ

け
ら
れ
そ
れ
に
因
ん
だ
名
字
を
賜
っ
た
と
い
う

説
も
あ
る
。
し
か
し
、
千
川
家
の
由
緒
書
に
、

徳
兵
衛
の
先
代
源
海
は
播
磨
国
姫
路
（
現
兵
庫

県
姫
路
市
）
出
身
と
書
か
れ
て
い
る
。
権
兵
衛

は
屋
号
を
播
磨
屋
と
称
し
、
宇
治
川
、
新
大
和

川
の
護
岸
工
事
を
請
け
負
っ
て
お
り
、
必
ず
し

も
江
戸
を
拠
点
と
す
る
人
間
で
は
な
か
っ
た
と

言
え
る
。
ま
た
上
水
の
開
さ
く
に
は
、
土
木
工

る
方
が
説
得
力
が
あ
る
。

千
川
上
水
閲
さ
く
の
主
目
的
は
、
五
代
将
軍

徳
川
綱
吉
が
御
成
り
す
る
湯
島
聖
堂
、
上
野
寛

永
寺
、
小
石
川
白
山
御
殿
、
浅
草
寺
御
殿
へ
の

給
水
で
あ
っ
た
が
、
小
石
川
・
本
郷
・
下
谷
・

浅
草
の
町
家
な
ど
へ
も
飲
み
水
と
し
て
一
部
が

給
水
さ
れ
た
。
巣
鴨
か
ら
先
は
地
中
に
木
樋
を

埋
め
て
江
戸
の
市
中
に
水
が
運
ば
れ
た
。
江
戸

市
中
の
上
水
の
遺
構
と
し
て
は
、
大
名
屋
敷
に

上
水
を
引
き
込
ん
だ
施
設
が
真
砂
遺
跡
（
文
京

区
本
郷
）
か
ら
発
見
さ
れ
た
程
度
で
あ
り
、
江

戸
市
中
へ
ど
の
よ
う
に
給
水
経
路
が
は
り
め
ぐ

ら
さ
れ
て
い
た
か
は
不
詳
で
あ
る
。
但
し
、
後

述
す
る
千
川
水
道
株
式
会
社
が
東
京
府
に
差
し

出
し
た
明
治
期
の
経
路
図
が
残
っ
て
お
り
、
こ

れ
と
大
差
が
な
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

農
業
用
水
と
し
て
の
利
用
は
、
流
域
二
〇
ケ

村
か
ら
嘆
廟
が
あ
っ
て
宝
永
四
年
（
一
七
〇

七
）
に
初
め
て
実
現
し
た
。
千
川
上
水
の
江
戸

市
中
へ
の
給
水
は
、
享
保
七
年
（
一
七
二
二
）

廃
止
、
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
再
興
、
天
明

六
年
（
一
七
八
六
）
再
び
廃
止
と
興
廃
を
繰
り

返
し
た
が
、
こ
の
間
も
潅
漑
用
水
と
し
て
の
利

用
は
継
続
し
、
現
在
で
い
う
練
馬
区
・
杉
並
区

・
中
野
区
・
新
宿
区
・
豊
島
区
・
板
橋
区
・
北

区
の
村
々
で
利
用
さ
れ
た
。
上
水
の
水
は
、
こ

れ
ら
の
村
へ
分
水
路
を
作
り
流
さ
れ
た
。
千
川

上
水
か
ら
直
接
分
か
れ
て
い
る
分
水
は
十
九
本

で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
千
川
上
水
は
主
に
農
業
用
水
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
が
、
本
流
に
は
水
車
が

設
け
ら
れ
明
治
初
期
に
は
八
つ
の
水
車
が
稼
働

し
て
い
た
。
上
流
部
の
水
車
は
伸
銅
業
に
利
用

さ
れ
た
の
に
対
し
、
下
流
部
の
水
車
は
製
粉
・

精
穀
の
動
力
と
し
て
利
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ

た
。

昭和27年頃の千川上水（中村北付近）
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近
代
以
降
は
、
工
業
用
水
も
含
め
た
産
業
用

水
一
般
と
し
て
千
川
上
水
の
水
は
利
用
さ
れ
た
。

幕
末
に
滝
野
川
反
射
炉
（
現
北
区
）
　
で
大
砲
を

製
造
す
る
た
め
、
砲
身
に
穴
を
あ
け
る
錐
台
水

車
の
動
力
と
し
て
千
川
上
水
の
水
を
使
う
話
が

あ
り
、
王
子
分
水
の
延
長
・
拡
幅
工
事
が
行
わ

れ
た
。
明
治
に
な
り
反
射
炉
が
不
要
に
な
る
と
、

鹿
島
万
平
が
そ
の
跡
地
に
紡
績
工
場
を
造
り
、

上
水
の
水
を
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
明
治
初

期
か
ら
王
子
製
紙
や
大
蔵
省
抄
紙
局
が
や
は
り

上
水
の
水
を
工
業
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

明
治
二
二
年
（
一
八
八
〇
）
、
千
川
水
道
株

式
会
社
が
岩
崎
弥
太
郎
を
中
心
に
設
立
さ
れ
、

上
水
の
水
は
再
び
飲
み
水
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

給
水
地
域
は
ほ
ぼ
江
戸
時
代
と
同
じ
で
あ
っ
た
。流れが復活した千川上水（関町南付近）

し
か
し
、
近
代
水
道
が
普
及
す
る
明
治
四
〇

年
（
一
九
〇
七
）
　
に
会
社
は
廃
止
さ
れ
、
上
水

と
し
て
の
利
用
は
終
っ
た
。
ま
た
、
郊
外
の
方

も
農
地
の
減
少
に
伴
い
、
徐
々
に
農
業
用
水
と

し
て
の
利
用
が
少
な
く
な
り
、
工
業
用
水
と
し

て
の
使
用
が
中
心
に
な
り
は
じ
め
た
。

軍
需
工
場
で
あ
る
陸
軍
造
兵
廠
火
薬
所
で
も

明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
か
ら
、
上
水
の
水

を
利
用
し
て
い
る
。
昭
和
戦
前
期
に
は
火
薬
所

で
の
使
用
が
増
え
、
水
が
足
り
な
く
て
石
神
井

川
の
水
を
導
水
し
、
現
在
の
東
京
都
税
務
事
務

所
（
豊
玉
北
六
－
一
三
）
　
の
所
で
汲
み
上
げ
た
。

近
代
は
上
水
の
美
観
が
整
え
ら
れ
た
時
期
で

も
あ
っ
た
。
大
正
期
に
、
大
正
天
皇
の
即
位
を

記
念
し
上
水
堤
に
桜
が
植
え
ら
れ
、
人
々
の
目

を
楽
し
ま
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
桜
台
付
近
は
、

当
時
桜
の
名
所
で
あ
っ
た
玉
川
上
水
の
小
金
井

に
あ
や
か
り
「
新
小
金
井
L
と
よ
ば
た
。

戦
後
の
千
川
上
水
の
推
移
は
、
暗
渠
化
さ
れ
、

道
路
に
な
る
過
程
と
い
っ
て
よ
い
。
昭
和
二
六

年
（
一
九
五
一
）
王
子
製
紙
の
後
身
に
あ
た
る

十
條
製
紙
が
水
利
権
を
放
棄
し
、
昭
和
四
六
年

（
一
九
七
一
）
大
蔵
省
印
刷
局
も
取
水
を
や
め
、

上
水
の
通
水
は
止
ま
っ
た
。

し
か
し
、
現
在
は
東
京
都
の
清
流
復
活
事
業

が
行
わ
れ
、
流
れ
が
復
活
し
た
。
上
流
部
は
昔

の
景
観
を
残
し
て
い
る
場
所
も
あ
り
、
暗
渠
化

さ
れ
た
場
所
も
道
路
や
歩
道
に
な
り
、
現
在
で

も
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
是
非
と
も
千
川
上
水

跡
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
お
勧
め
し
た
い
。

郷土資料室収蔵品シリーズ　第24回

御
膳
寵

大
正
の
時
代
が
終
わ
る
頃
、
そ
の
役
目
を
果

た
し
終
え
、
七
十
年
余
り
も
蔵
の
中
で
静
か
に

眠
っ
て
い
た
竹
製
の
蓋
付
き
寵
。
そ
の
名
を

「
御
膳
籠
」
と
い
い
ま
す
。

御
膳
寵
は
、
儀
式
や
行
事
の
際
の
荷
物
運
搬

に
用
い
ら
れ
て
き
た
寵
で
す
。

旅
目
編
み
で
、
外
観
も
美
し
く
、
見
る
か
ら

に
し
っ
か
り
と
し
た
作
り
で
す
。

寵
の
底
に
は
、
孟
宗
の
丸
竹
で
で
き
た
脚
が

あ
り
、
こ
れ
に
麻
綱
が
通
っ
て
い
ま
す
。
天
秤

棒
に
吊
る
し
て
運
ぶ
た
め
の
綱
で
す
。

蓋
は
、
本
体
の
内
側
に
、
し
っ
か
り
と
は
め

込
む
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

龍
の
側
面
に
は
、
屋
号
が
黒
々
と
大
き
く
措

か
れ
て
お
り
、
ど
の
家
の
御
膳
籠
か
が
、
遠
目

に
も
は
っ
き
り
と
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。結
婚
に
係
わ
る
一
連
の
儀
式
は
、
御
膳
龍
の

大
事
な
出
番
で
し
た
。

「
結
納
」
　
に
赴
く
婿
方
の
仲
人
は
、
帯
代

（
支
度
金
）
と
角
樽
の
他
に
、
昆
布
・
鰹
節
・

す
る
め
・
米
・
末
広
等
お
め
で
た
の
品
々
を
一

対
の
御
膳
寵
に
収
め
、
こ
れ
を
若
い
衆
に
天
秤

棒
で
担
が
せ
て
、
嫁
方
へ
納
め
に
行
き
ま
し
た
。

結
婚
式
当
日
の
午
前
中
に
行
わ
れ
た
「
荷
物

送
り
」
に
も
、
箪
笥
・
長
持
・
鋏
箱
・
釣
台
と

共
に
、
食
べ
物
を
入
れ
た
御
膳
龍
が
行
列
に
加

わ
り
ま
し
た
。

七
五
三
の
祝
い
に
も
御
膳
寵
が
登
場
し
ま
す
。

昔
は
第
一
子
の
七
才
祝
い
を
特
に
盛
大
に
行
う

風
習
が
あ
り
ま
し
た
。
氏
神
様
に
お
供
え
す
る

餅
や
み
か
ん
等
を
御
膳
寵
に
入
れ
て
参
拝
し
ま

す
。
そ
の
後
、
境
内
に
集
ま
っ
て
き
た
人
々
に

こ
の
餅
や
み
か
ん
が
ま
か
れ
ま
し
た
。

祝
い
事
の
他
に
も
、
花
見
の
ご
馳
走
を
御
膳

寵
に
入
れ
て
運
ん
だ
こ
と
が
、
江
戸
後
期
の
書

物
『
遊
歴
雑
記
』
の
中
の
　
「
練
馬
下
田
柄
の

池
」
と
題
し
た
文
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
御
膳
寵
は
、
裕
福
な
家
で
使
わ
れ
た
も

で
す
。
ど
の
家
で
も
使
っ
た
と
い
う
物
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
大
正
の
頃
ま
で
練
馬
周
辺
に
続

い
て
い
た
、
民
俗
習
慣
の
一
端
を
今
日
に
語
っ

て
く
れ
る
民
具
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
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川
北
遺
跡
第
2
地
点

の
発
掘
成
果
か
ら

ヅ
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：
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≡
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：

：
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：
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：

：
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：
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：

：

：

■

ち

地
中
に
眠
っ
て
い
る
埋
蔵
文
化
財
は
、
過
去

の
人
々
の
息
吹
を
伝
え
る
歴
史
的
資
料
で
あ
る

と
と
も
に
、
私
た
ち
が
後
世
に
伝
え
て
ゆ
く
べ

き
貴
重
な
共
有
財
産
で
も
あ
り
ま
す
。
区
教
育

委
員
会
で
は
、
や
む
を
え
ず
開
発
に
よ
っ
て
遺

跡
が
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
は
事
前
に
発
掘

調
査
を
行
う
な
ど
、
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
を

図
っ
て
い
ま
す
。

平
成
七
年
四
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
発
掘
調

査
が
行
わ
れ
た
、
川
北
遺
跡
（
関
町
北
四
－
二

一
）
′
の
発
掘
調
査
報
告
書
が
こ
の
度
刊
行
さ
れ

ま
し
た
。
調
査
は
施
設
建
設
に
よ
り
遺
跡
が
失

わ
れ
て
し
ま
う
た
め
、
工
事
前
に
調
査
を
実
施

し
、
遺
物
の
記
録
を
と
る
た
め
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
旧
地
名
で
あ
る
「
川
北
」
に
因
ん
で
、
遺

跡
名
が
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
川
北
遺
跡
は

別
の
場
所
で
も
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
お
り
、

今
回
は
第
2
地
点
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

追
跡
は
富
士
見
地
周
辺
に
拡
が
る
追
跡
の
ひ
と

っ
で
、
．
竃
神
井
川
の
左
岸
の
台
地
上
に
あ
り
ま

す
。
、
▲
声

調
査
で
は
、
旧
石
器
時
代
、
縄
文
時
代
早
・

中
期
の
遺
構
・
遣
物
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
旧

石
器
時
代
の
遺
構
・
遺
物
は
関
東
ロ
ー
ム
層
中

で
三
時
期
の
生
活
の
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
器
は
黒
曜
石
や
、
縁
青
色
の
チ
ャ
ー
ト
な
ど

を
材
料
と
し
て
お
り
、
ナ
イ
フ
形
石
器
が
出
土

し
ま
し
た
。
チ
ャ
ー
ト
は
石
神
井
川
や
多
摩
川

か
ら
採
集
さ
れ
る
も
の
と
同
じ
で
す
。

縄
文
時
代
の
遺
構
は
、
竪
穴
住
居
祉
一
軒
、

陥
穴
一
基
、
炉
六
三
基
、
、
集
石
土
坑
六
基
、

ピ
ッ
ト
、
土
抗
な
ど
を
確
認
し
、
遺
物
は
縄
文

時
代
中
期
を
中
心
と
す
る
土
器
や
石
器
な
ど
が

出
土
し
て
い
ま
す
。
竪
穴
住
居
址
は
直
径
三
・

四
メ
ー
ト
ル
は
ど
の
や
や
小
振
り
な
住
居
址
で
、

屋
内
に
炉
が
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
住
居
内

か
ら
は
、
縄
文
時
代
中
期
の
阿
玉
台
式
土
器
と

呼
ば
れ
る
土
器
が
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
に
復
元
で

き
る
状
態
で
出
土
し
ま
し
た
。
竪
穴
住
居
址
の

時
期
も
、
こ
の
土
器
よ
り
縄
文
時
代
中
期
の
も

の
と
推
定
で
き
ま
す
。
こ
の
土
器
を
伴
う
竪
穴

住
居
址
は
区
内
で
は
例
の
少
な
い
も
の
で
、
注

目
さ
れ
る
資
料
で
す
。

こ
の
竪
穴
住
居
址
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
狩

り
の
た
め
の
も
の
と
思
わ
れ
る
陥
穴
が
掘
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
陥
穴
の
深
さ
は
二
・
三
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
も
あ
り
、
調
査
で
も
梯
子
を
使
わ
な
け

れ
ば
昇
り
降
り
で
き
な
い
ほ
ど
の
深
い
も
の
で

し
た
。
穴
は
間
口
が
広
く
、
底
に
ゆ
く
に
従
っ

て
狭
く
な
っ
て
い
く
形
状
で
、
落
ち
た
獲
物
が

這
い
上
っ
て
来
ら
れ
な
い
よ
う
な
工
夫
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
竪
穴
住
居
址
よ
り
も
前
の
時
期
の
も

の
と
し
て
は
、
地
面
を
掘
り
く
ぼ
め
て
火
を
焚

い
た
跡
で
あ
る
炉
穴
や
、
穴
の
中
で
握
り
拳
は

ど
の
石
を
熟
し
て
、
蒸
し
焼
き
な
ど
の
調
理
を

し
た
跡
と
考
え
ら
れ
て
い
る
集
石
土
坑
な
ど
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
遺
構
は
縄
文
時
代
早
期
の
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

旧
石
器
・
縄
文
時
代
よ
り
後
の
時
代
の
も
の

と
し
て
は
、
発
掘
調
査
前
に
板
碑
が
一
基
、
表

面
採
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
板
碑
は
緑
泥
片
岩
製

で
、
刻
字
な
ど
か
ら
延
文
年
間
（
二
二
五
六
～

六
一
）
　
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
江
戸
時
代
の
陥
穴
も
一
基
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

新
刊
頒
布
中
－
・

本
文
で
紹
介
し
ま
し
た
川
北
遺
跡
第
2
地
点

の
報
告
書
を
頒
布
し
て
い
ま
す
。
図
書
館
で
も

ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
書
名
　
　
東
京
都
練
馬
区
川
北
遺
跡
第
2

地
点
調
査
報
告
書

▼
価
格
　
　
　
二
二
〇
〇
円

▼
頒
布
窓
口
　
区
民
情
報
ひ
ろ
ば
（
区
役
所
本

庁
舎
二
階
）
、
郷
土
資
料
室

縄文時代の陥穴

阿玉台式土器

縄文時代の遺構
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関
の
ポ
ロ
市

文
化
財
保
護
推
進
員
　
井
口
　
敏

石
神
井
周
辺
の
寺
院
で
は
昔
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
大
き
な
行
事
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
し
た
。

長
命
寺
の
市
、
三
宝
寺
の
馬
駆
け
、
本
立
寺
の

お
会
式
と
閑
の
市
で
す
。

三
宝
寺
の
馬
躯
け
は
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
か
つ
て
農
家
で
馬
を
飼
育

し
農
産
物
や
下
肥
の
運
搬
に
使
っ
て
い
ま
し
た

が
、
い
つ
し
か
運
搬
の
主
役
は
馬
か
ら
牛
に
代

わ
っ
て
し
ま
い
、
属
が
集
ま
ら
ず
馬
駆
け
の
行

事
は
消
え
て
し
ま
っ
た
様
に
思
わ
れ
ま
す
。
今

回
は
、
本
立
寺
の
お
会
式
に
伴
い
本
立
寺
門
前

に
立
つ
閑
の
市
（
現
在
は
閲
の
ポ
ロ
市
と
い

う
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

関
町
北
四
丁
目
に
あ
る
法
耀
山
本
立
寺
は
、

石
神
井
川
北
側
の
高
台
に
あ
る
日
蓮
宗
の
寺
で

す
。
毎
年
一
二
月
九
日
二
〇
日
に
お
会
式
が

行
わ
れ
ま
す
。
師
走
に
入
っ
た
寒
い
時
期
で
、

木
枯
ら
し
の
吹
く
年
も
あ
れ
ば
小
雪
の
舞
う
年

も
あ
り
ま
す
。
大
変
多
く
の
人
で
賑
わ
い
、
昨

年
は
二
万
五
千
人
の
人
出
で
し
た
。

九
日
午
後
八
時
を
過
ぎ
る
頃
に
な
る
と
万
灯

講
中
の
行
列
が
寺
に
入
っ
て
来
ま
す
。
中
野
区

・
杉
並
区
・
豊
島
区
・
練
馬
区
・
新
座
市
・
和

光
市
な
ど
か
ら
、
三
十
余
の
講
中
が
参
集
し
て

来
ま
す
。
万
灯
講
中
が
団
扇
太
鼓
や
鉦
を
叩
き
、

繹
（
振
り
万
灯
）
を
振
り
境
内
の
石
段
を
上
っ

て
来
る
さ
ま
は
、
ま
こ
と
に
勇
壮
な
風
景
で
す
。

太
鼓
や
鉦
の
昔
は
冬
の
夜
空
に
響
き
わ
た
り
、

境
内
や
道
路
を
埋
め
つ
く
し
た
人
達
は
寒
さ
も

忘
れ
ま
す
。

昭
和
初
期
ま
で
、
九
日
の
朝
は
檀
家
の
家
も

そ
う
で
な
い
家
も
早
朝
か
ら
赤
飯
を
炊
い
て
親

戚
に
届
け
た
り
、
親
戚
の
人
を
招
い
て
ご
馳
走

し
た
り
し
ま
し
た
。
小
学
校
は
九
日
二
〇
日

の
両
日
は
午
前
中
で
授
業
を
打
ち
切
り
、
子
供

を
家
へ
帰
し
ま
し
た
。
子
供
達
は
学
校
に
い
て

も
落
ち
つ
い
て
勉
強
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

お
会
式
の
日
に
は
ポ
ロ
市
が
立
ち
ま
す
。
宝

暦
年
間
（
一
七
五
一
～
六
四
）
頃
か
ら
市
が
立

つ
様
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
境
内
及
び
門
前
の
道
路
に
は
三
百
軒

近
い
露
店
が
出
店
し
ま
す
。
焼
そ
ば
・
お
好
み

焼
・
た
こ
塊
な
ど
の
食
べ
物
を
売
る
店
、
竹
籠

・
旅
な
ど
を
売
る
籠
屋
、
白
・
杵
・
姐
板
な
ど

を
売
る
棒
屋
、
鎌
・
鋸
・
鋏
な
ど
を
売
る
鍛
冶

屋
、
花
鉢
・
盆
栽
・
苗
木
を
売
る
園
芸
屋
、
古

着
屋
、
古
道
具
・
古
美
術
を
売
る
骨
董
屋
、
こ

う
し
た
露
店
を
見
て
歩
く
だ
け
で
も
楽
し
い
も

の
で
す
。
ポ
ロ
市
は
毎
年
テ
レ
ビ
に
中
継
さ
れ
、

新
聞
に
写
真
入
り
で
報
道
さ
れ
ま
す
。

昭
和
の
初
め
、
現
在
の
東
京
女
子
学
院
が
開

校
す
る
以
前
は
、
そ
こ
が
広
場
に
な
っ
て
い
て
、

見
世
物
小
屋
が
四
つ
、
五
つ
出
ま
し
た
。
サ
ー

カ
ス
、
オ
ー
ト
バ
イ
の
曲
乗
り
、
猿
芝
居
、
操

り
人
形
、
眼
鏡
で
覗
く
路
線
な
ど
の
各
々
の
小

屋
が
賑
や
か
に
観
客
の
呼
び
込
み
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
サ
ー
カ
ス
小
屋
の
音
楽
は
賑
や
か
な

中
に
も
、
一
抹
の
淋
し
さ
が
あ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー

で
、
い
つ
ま
で
も
耳
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
明

治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
頃
、
こ
の
広
場
で
は
、

野
外
七
日
間
の
相
撲
興
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
頃
、
村
人
で
そ
の
年
に
結
婚
し
た
女
性

は
花
嫁
衣
装
を
着
て
姑
に
付
き
添
わ
れ
て
本
立

寺
に
参
詣
し
ま
し
た
。
途
中
で
知
人
に
逢
え
ば

紹
介
さ
れ
、
嫁
の
支
度
（
衣
装
な
ど
）
を
見
せ

る
と
い
う
風
習
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
花
嫁
が

何
組
も
来
る
の
で
、
関
の
ポ
ロ
市
を
花
嫁
市
と

も
い
い
ま
し
た
。
近
在
か
ら
人
が
集
ま
る
の
で

未
婚
の
若
者
に
は
、
結
婚
相
手
を
捜
す
の
に
は

よ
い
機
会
で
し
た
。

ポ
ロ
市
の
語
源
は
関
の
市
で
古
着
屋
か
ら

買
っ
た
古
着
を
裂
い
て
草
履
の
鼻
緒
を
作
っ
た

こ
と
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
出
て

い
る
古
着
屋
は
一
軒
で
す
が
昭
和
初
期
に
は
十

数
軒
も
出
て
い
ま
し
た
。
関
の
ポ
ロ
市
は
平
成

二
年
二
月
、
練
馬
区
無
形
民
俗
文
化
財
に
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

本立寺の山門
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